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グリーンローンによる「実行可能期間付タームローン契約」の締結について 
 
 
当社は、2024年4月25日付プレスリリース「グリーンローンによる資金の借入に関する

お知らせ」のとおり、自航式ケーブル敷設船の建造資金として、当社グループ初となる
「グリーンローン」によるシンジケーション方式の実行可能期間付タームローン契約を締
結いたしました。 
当社は、その長い歴史の中で蓄積した海洋土木の豊富な知見、優位性のある技術および

所有する作業船により、様々な洋上風力の事業領域で参入を目指しており、そのひとつに
海底ケーブルの敷設事業があります。今後より沖合いへと風車の建設が進んでいくことが
見込まれるなか、建設コストを低減するために大型のケーブル敷設船が必要となります。 
当社は、自航式ケーブル敷設船の建造および活用により洋上風力発電の早期開始を実現

し、地球温暖化防止に貢献していくとともに、当社の持続的な発展、成長も実現させま
す。 

 

１．グリーンローンの概要 
契約締結日 2024年 5 月 28 日 
資金使途 自航式ケーブル敷設船の建造 
組成金額 200 億円 
借入実行日 2024年 6 月以降 ※実行可能期間付きタームローン 
最終返済期限 2034年 3 月末 
アレンジャー 株式会社三菱UFJ銀行 
コ・アレンジャー 株式会社みずほ銀行、株式会社三井住友銀行 
参加金融機関 
（五十音順） 

株式会社あおぞら銀行、株式会社池田泉州銀行、株式会社静岡
中央銀行、株式会社千葉銀行、株式会社徳島大正銀行、農林中
央金庫、株式会社百十四銀行、株式会社みずほ銀行、株式会社
三井住友銀行、株式会社三菱UFJ銀行、株式会社りそな銀行 

評価機関 株式会社格付投資情報センター（R&I） 
 



 

２．グリーンローンフレームワーク及びセカンドオピニオン 
本資金調達におけるグリーンローンフレームワークが「グリーンローン原則（2023、

LMA 等）」および「グリーンローンガイドライン（2022、環境省）」に定められた要件
と適合性を有しているかという観点から、第三者評価機関である株式会社格付投資情報
センター（R&I）より、セカンドオピニオンを取得しております。 
評価機関である株式会社格付投資情報センター（R&I）のセカンドオピニオン（評価

書）のリンクを以下に記載いたします。 
リンク：https://www.r-i.co.jp/rating/esg/greenfinance/index.html 
 
 
３．添付資料 
グリーンローンフレームワーク 
https://www.toyo-const.co.jp/wp/wp-content/uploads/2024/05/20240528a.pdf 
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